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長期経営計画

フォリオの再設計」、​そして「経営基盤の強化」を事業戦略の
要諦とし、機能の事業化を核とした新規事業の創出により、
収益力の向上を図るとともに、株主還元施策を含む資本構成
の最適化を進めることで、長期的に、連結売上高3兆円以上、
ROE8%を目標とし、「健康創造事業体」の実現を目指します。​

2028年度を最終年度とする新中期経営計画は、2030年
度に目指す健康創造事業体からバックキャストで策定し、
前中期経営計画での基盤の構築から、本格的な成長フェー
ズへの転換と位置付けています。既存の卸の概念を超えた
次世代卸への進化、提供価値の再定義を行う「事業ポート

スズケングループは、医薬品卸売事業をコアとする事業
体から、健康創造の事業領域で、さまざまな社会課題の解
決を通じて、生活者の健康、そして社会全体の健康に貢献
するサービスを提供する「健康創造事業体」への変革を進め
ています。​

前中期経営計画（2023-2025）​ 新中期経営計画（2026-2028）​

事業戦略
社会インフラとして、ヘルスケア
流通事業への進化／ヘルスケアソ
リューション事業の確立

次世代卸への進化／事業ポートフォ
リオの再設計／経営基盤の強化

利益の最大化 連結営業利益率1.5%以上の実現 連結経常利益率1.5%以上の実現

資本の最適化 総還元性向100%以上 総還元性向100%を基準として実施 
DOE3.0%

ROE 5%以上（資本コスト以上） 7%以上（資本コスト以上）

長期計画

連結売上高

3兆円以上

ROE 8%以上

健康創造事業体
の実現

For your next 
heartbeat

Change makes Challenge
Challenge makes Change

2023年度 2025年度 2026年度 2028年度 2030年度計画の全体像

健康創造事業体の実現に向けて

スズケングループはどこを目指すのか？Chapter 01
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取り巻く環境

薬価制度改革や産業再編など激変する市場環境の中で、スズケングループは社会インフラとしての使命を果たし、「健康創造事業体」の実現を目指します。

日本の医療用医薬品の価格（薬価）は、
国が定める公定価格として設定される
一方、医薬品卸から医療機関への納入
価格は自由競争によって決定されます。
近年高齢化に伴う社会保障費の増大を
背景に、薬価の引き下げが毎年実施さ
れており、医薬品の採算性や供給の安
定性確保が課題となっています。こう
した環境の中、医薬品卸の収益は、納入
価格と仕入価格の差額である一次売差
と、製薬企業等から支払われる流通マー
ジンによって構成されており、その収
益構造にも変化が求められています。

日本では、医療用医薬品の約97%が
医薬品卸を経由して全国の医療機関
や薬局へ供給されており、平時・有事
を問わず医薬品を安定供給する重要
な社会インフラとなっています。一方
で、人手不足や輸配送コストの高騰へ
の対応や、スペシャリティ医薬品を中
心に厳格な温度管理や高度なセキュ
リティ対応など、流通に求められる機
能はいっそう高度化しています。こう
した中、高品質かつ安定的な供給を維
持しながら、流通の効率化による社会
コストの低減が求められています。​

医療用医薬品の流通における長年の課
題を是正するため、国は「流通改善ガイ
ドライン」を定めています。これは納
入価格が仕入価格を下回る「一次売差
マイナス」の解消や、価格未定のまま納
品する「未妥結・仮納入」の改善、複数
の薬をまとめて値引きする総価取引か
ら「単品単価取引」への移行を推進する
ものです。医薬品卸には、このガイド
ラインを厳格に遵守し、個々の医薬品
の価値に見合った適正な価格交渉を医
療機関等と丁寧に行い、医療インフラ
を守ることが求められています。​

ヘルスケア産業全体で構造的な変化と
再編が進んでいます。毎年の薬価引き
下げ等によりメーカーや薬局の利益率
が低下する中、ファンド等による業界
再編の機運が高まっています。​
また、抗体医薬や遺伝子治療など新た
な創薬モダリティの進展や新薬開発の
専門性特化に伴い、自前の流通網を持
たないバイオベンチャーの台頭も顕著
となっており、機能のアウトソーシン
グなど卸に対するニーズを変化させて
います。これら多様なニーズに対応す
る新たな機能提供が求められています。​

医療・介護の現場では、人手不足の解消
や業務効率化、患者さまへのサービス
向上を目的としたDXが急速に進展して
います。オンライン診療やオンライン
服薬指導の普及に加え、電子処方箋、治
療用アプリといった新たなデジタル商
材も増加しています。また、地域包括
ケアシステムの推進に伴い、医療機関
や職種の垣根を越えたデータ連携も重
要性を増しています。テクノロジーに
より、点在する情報をつなぎ、新たな価
値を創出するデジタルプラットフォー
ムの構築が急務となっています。​

薬価基準制度 流通改善ガイドライン​ 産業全体の再編​ 医療・介護DXの加速​医薬品流通​

従来の流通マージンに依存した利益
構造から脱却し、既存の「卸」の概念を
超えた次世代卸へと進化します。物
流や情報提供などの各機能を拡張し、
フィービジネスとして確立させ、薬価
制度の影響を受けにくい新たな事業
モデルを構築し、社会インフラとして
の機能を維持します。

メーカー物流と卸物流の一体化によ
り、流通の最適化を図るとともに、グ
ローバル基準の品質管理による流通
機能の高度化を推進しています。ま
た、自動化センターの構築により省人
化を進めています。これらにより、災
害時を含めた安定供給を支え、持続可
能な医薬品流通の実現に貢献します。​

流通改善ガイドラインを遵守し、医薬
品の価値に見合った適正な価格交渉
を推進するとともに、古くからの商習
慣の是正を通じて流通の持続性を高
めます。これにより、既存事業で確保
した収益を成長分野へ再投資し、持続
的な成長につなげていきます。​

医薬品卸や製造、薬局、デジタル等の機
能を掛け合わせた「機能総体」で、ヘルス
ケア産業のニーズに応えます。個別機
能の提供にとどまらず、開発から流通、
患者さまのサポートまで一気通貫で担
うヘルスケアプラットフォームを構築
し、多様なプレーヤーをつなぐ中核的
な存在として役割を果たします。​

約45万人の医療・介護従事者とつなが
る医療DX総合プラットフォーム「コラボ
ポータル」などのデジタルサービスの普
及を通じた情報基盤を構築しています。
DXの活用により医療従事者の業務負担
軽減を図るとともに、分散する情報の連
携を促進し、多職種連携の強化と患者さ
まの医療アクセス向上に貢献します。​

スズケングループはどこを目指すのか？Chapter 01

果たすべき役割
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社会課題と提供価値​

スズケングループは、多様化する医療・健康の社会課題と向き合い、
サステナブルなヘルスケアインフラを創出することで、すべての
ステークホルダーの皆さまに新たな価値を提供し続けます。​

地震や水害、新たな感染症の拡大といっ
た有事においても医薬品の安定供給を
維持する、強靭な体制の構築が求められ
ています。​

有事の発生​

希少疾病薬やバイオ医薬品、再生医療等
製品など、高額で厳格な管理を必要と
する医薬品が増加しており、サプライ
チェーンにおける流通の効率化や廃棄
ロスの削減が求められています。​

スペシャリティ医薬品​の
市場拡大​

医療・介護従事者
⚫ 医薬品等の安定供給による診療・ケアの継続性確保
⚫ 医薬品管理の効率化
⚫ 業務効率化サービスの提供による負担軽減
⚫ 流通在庫の最適化による医薬品廃棄ロスの削減

サプライチェーンにおける偽造品の流
入防止や医薬品の安全性を確保するた
めの医薬品の適正流通（GDP）ガイドラ
インに準拠した安心・安全な​医薬品流通
を担保することが求められています。​

偽造医薬品​の流通​

介護分野における深刻な人材不足や、医
療現場における業務負荷の増大を背景に、
デジタル技術の活用による働き方改革と
生産性向上が重要な課題となっています。​

医療・介護従事者の​
人手不足と業務負荷増大​

患者・家族

ヘルスケアメーカー

従業員

協業企業

⚫︎ 治療選択肢の拡大による医療アクセスの向上
⚫ 調剤・服薬支援・介護サービスによる生活支援
⚫ デジタルを活用した患者支援サービスによる利便性向上
⚫ 健康維持・QOLの向上への貢献
⚫ 治療・介護に伴う負担の軽減

⚫ 医薬品等の安定供給
⚫ �物流機能のアウトソーシングに

よる効率化
⚫ 医薬品等の販売機会の拡大支援
⚫ �海外企業の日本市場参入・事業

展開支援
⚫ 市場ニーズや現場情報の提供

⚫ 成長と挑戦を支える機会の提供
⚫ 安全で働きやすい職場環境の実現
⚫ 働きがいのある職場づくり

⚫ �ネットワークを活用した 
市場アクセスの拡張

⚫ �事業機会の共創とサービス
開発支援

⚫ �医療現場との接点を生かし
た実証・展開機会の提供

高齢化の進展に伴い、国民医療費や薬剤
費が増大しており、国を挙げた医療費の
抑制が大きな課題となっています。

社会保障費の増大

高齢者が住み慣れた地域で医療や介護
を受けられる体制づくりが進む一方、地
域ごとのニーズの多様化や地方・僻地
における医療提供体制の確保が課題と
なっています。

地域包括
ケアシステムの進展

海外で承認された医薬品が国内で使用
できない「ドラッグロス」の解消が課題
となっており、患者さまの治療選択肢の
確保に向けた対応が求められています。

ドラッグロスの解消

日本の医療・健康を支える
社会インフラの持続可能性

社会課題
スズケングループ

の提供価値
サステナブルな

ヘルスケアインフラの創出

株主・投資家
⚫ 安定的かつ積極的な株主還元
⚫ �適時・適切な情報開示による

透明性の確保
⚫ 企業価値の持続的な向上

地域社会
⚫ 健康維持・増進
⚫ 社会コストの低減
⚫ 環境課題の解決
⚫ 次世代の育成支援
⚫ 自然・文化保全

スズケングループはどこを目指すのか？Chapter 01
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マテリアリティ

当社グループは、マテリアリティを持続的な価値創造と企
業価値向上を実現するための重要な経営課題と位置付け、中
期経営計画と一体でサステナビリティ経営を推進していま
す。マテリアリティは、2023年度に見直しを行い、中期経
営計画の事業戦略と連動する10項目を特定しました。加え
て、2026年度からスタートした新中期経営計画に合わせて、
各マテリアリティに紐づく施策やKPI・数値目標を見直して
います。マテリアリティと事業戦略を一体的に推進し、財務・
非財務の両面から進捗を管理することで、事業活動への推進
力へとつなげていくとともに、グループ一体でサステナビリ
ティへの取り組みを加速させ、持続的な成長と企業価値向上
につなげていきます。

　当社グループは、社会課題の解決と社会コストの低減に貢
献する新しい価値を創造し続けることをパーパス（存在意義）
とし、長期ビジョン達成に向けた経営課題としてESG重要課
題（マテリアリティ）を位置付けています。バリューチェーン
全体を見渡し、事業に関わる情勢の変化や社会動向に加え、
事業活動のインパクトおよび依存関係を整理したうえで、機
会とリスクを考慮しマテリアリティを特定しています。
　なお、特定後も、SASBやGRIなどの国際基準やESG評価機
関の評価項目に加え、投資家とのエンゲージメントや顧客と
の対話を通じて把握したステークホルダーの期待や要請を
踏まえ、サステナビリティ委員会で協議のうえ、取締役会へ
の報告・協議を経て定期的に見直しています。

スズケングループは、2009年に策定したグループ経営理念
の実現に向け、事業や経営基盤に関わるステークホルダーと
の対話を重視した経営を推進してきました。重要な社会課題
やステークホルダーの期待を踏まえ、重要テーマやKPIを設定
し、グループ一体となって取り組みを進めています。

2022年にはサステナビリティ委員会を設置し、これまで
培ってきたCSRの考え方を基盤に、事業を通じた社会価値と
経済価値の創出を目指す「サステナビリティ方針」を策定し、
持続可能な社会への貢献と企業価値向上の両立を目指し、グ
ループ全体で取り組みを推進しています。

また、情報開示やステークホルダーとのコミュニケーショ
ンを強化するとともに、グループ社員を対象とした「統合報告
書を読む会」を開催するなど、サステナビリティへの理解浸透
と日々の事業活動における実践につなげています。

サステナビリティへの対応の変遷 ESG重要課題（マテリアリティ）の特定 マテリアリティに基づく戦略とKPI

【E】 環境保全の取り組み（CO₂排出量の削減）
【S】 多様で柔軟な働き方の実現
　　（ダイバーシティ、子育て支援）

【S】 地域社会への貢献
　　（地域包括ケアシステムへの対応等）

【S】 安心・安全かつ安定的な医薬品流通
　　（製品の品質マネジメント、BCPへの対応等）

【S】 グループ人材育成
【G】 グループガバナンス
【G】 コンプライアンス

【E】 環境保全の取り組み
　　（生物多様性への対応）

【S】 地域社会への貢献
　　（社会貢献活動）

【E】 【S】 サプライチェーンマネジメント 【E】 医療・ヘルスケア分野における社会コストの低減
　　（医薬品廃棄ロス削減、医療・介護業界における業務負荷軽減）

【S】 医療・介護サービスへのアクセス・ 患者QOL向上への貢献
　　（ドラッグロスの解消、患者起点のサービス開発）

【G】 リスクマネジメント

【E】 環境保全の取り組み
　　（水資源への対応）

【S】 多様で柔軟な働き方の実現
　　（労働安全衛生）

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
と
っ
て
の
重
要
性

高
い

スズケングループの事業との関連性高い

非常に高い

非常に高い

マテリアリティのマトリックスマテリアリティの特定プロセス

マテリアリティの特定
サステナビリティ委員会における議論、取締役会への報告・
協議を踏まえマテリアリティを特定

社会課題の優先順位付け
社会課題にグループの事業や機能によって社会に生み出す
提供価値を融合し、優先順位付け

社会課題の抽出
SASBやGRI、SDGsなどの国際的な指標やESG評価機関の調査項目
を参考にするとともに、社会課題やステークホルダーの期待の変化
を踏まえて定期的に見直しを行い、関連性の高い社会課題を抽出

STEP

1

STEP

2

STEP

3

スズケングループはどこを目指すのか？Chapter 01
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マテリアリティ

ESG重要課題（マテリアリティ） 主な取り組み 主なKPIと実績 関連するSDGs

E
環境

環境保全の取り組み
•CO2排出量の削減
•廃棄物の適切な管理・リサイクル
•再生利用の推進

•CO2 排出量（Scope1+2）
2030年度2020年度比40%削減
2025年度実績：69,397t-CO2 

（2020年度比▲20.7％）

•医薬品廃棄ロス削減額
キュービックスシステムによる医療機関での削減額 
2025年度実績：約78億円

医療・ヘルスケア分野における
社会コストの低減

•医薬品廃棄ロスの削減
•流通在庫の可視化・最適化
•残薬の解消
•輸配送コストの削減
•医療従事者や患者・家族の負担軽減

S
社会

安心・安全かつ安定的な
医薬品流通

•トータル・トレーサビリティによる品質管理
•グローバル基準の品質管理（GDP、GMP） 
•医療流通プラットフォームの強化
•物流センターの自動化、省人化

•品質マネジメントシステム
ISO9001:2015取得拠点：全メーカー・卸物流拠点

•GDPスペシャリスト
2025年度実績：600名

•品質マネジメント監査員
2025年度実績：173名

•女性管理職比率
2030年度20%以上
2025年度実績：15.2%

•男性育児休業取得率
毎年100%継続
2025年度実績：100%

•DX・AX人材
DX検定600点以上：1,046名 
情報セキュリティマネジメント資格取得：1,156名

G検定取得：2028年度までに500名 
生成AIパスポート取得：2028年度までに2,000名

医療・介護サービスへのアクセス・
患者QOL向上への貢献

•デジタル技術を活用した患者支援サービス
•ドラッグロス解消への取り組み
•患者起点の製品開発
•アンメット・メディカルニーズへの対応

グループ人材育成
•人材育成体系の強化
•次世代リーダーの育成
•DX人材の育成

多様で柔軟な働き方の実現

•ダイバーシティの推進
•多様な人材の確保
•健康経営の推進
•働きやすい職場環境づくり
•グループコミュニケーション強化
•グループ提案制度の推進

地域社会への貢献

•地域包括ケアシステムへの取り組み
•地方自治体との連携協定
•地域住民の健康維持・増進への取り組み
•社会貢献活動

G
ガバナンス

グループガバナンス
コンプライアンス
リスクマネジメント

•コーポレート・ガバナンス体制の強化
•コンプライアンス最上位の意識醸
•リスク管理体制の強化
•BCPへの対応
•品質・安全管理体制の維持・強化
•適正な販売情報提供活動の推進

•コンプライアンス研修受講率
毎年100%必須
2025年度実績：100% 

•内部通報件数
2025年度実績：139件

ESG 重要課題（マテリアリティ）における考え方・主な取り組みとSDGs

スズケングループはどこを目指すのか？Chapter 01




